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はじめに ミ ツギリ ソ' ウムン 科は熱帯, 亜熱帯を
中心に分布する 1,300種余を含む科で, 変化に富ん
だ面自い形をしている種が多いことから, 採集すれ
ば必らずt票本にして調べてみたくなる仲間の一つで
ある。 ここでは, 現在までの知見をまとめて解説を
行うが, 後発見される種も多いと思われるので,
あやしいと患われる標本があれば調べさせていただ
きたい。
科の定義 細長い体と糸状の触角をもっことや,
雌雄で吻の形が異なる種の多いことなどで一見して
l ,( 別できる科である。 球 , 部の発速しない触角や,
幼虫に2 節からなる胸脚のあることなどから,  ゾウ
ムシ上科 ( 具吻類) の最初に位置させる研究者が多
かったが, CRowsoN (1953) は本科をホソクチゾウ
ムシ科 Apionidaeの近くに置き, MoRIMoTo(1962)
はこの両科を同じ科に含めたが, 1976年に再検討を
行って画科を区別し,  ミッギリソ ウムシ科につぎの
定義を与えた。
成虫 : 吻は前方にのびて曲らず, 頭部は限の後方
でくびれるものが多い。 下 ひけは下 前基節背面
の窪みにつく。 触角は折曲らない。前胸は前緑後方
と後緑前方で強くくびれることが多く, pleuro-ster-
nal suture は明瞭。  肢の転節は小さく ,  腿節は基
節に接する。 腹部の第3 ・ 4 腹板は融合して曲らな
い。雄の尾節板は第8 背板よりなる。雄交尾器の陰
は背板と腹板とからなり, 側片はよく発達する。
前胃は内面に骨板が発達していない。
幼虫 : 頭部の前頭縫合線は大あご基部の関節膜に
達し,  触角は完全に前頭板に含まれる。  上ll网頭帯
Labral rodsはある。大あごに磨緑部を欠く。
研究史 LINNE (1758) は現在この科に含まれる

anchorageをCurculioで記破し, FABRIcIus (1787)
は Mantissa Insectorum, I, に Brentus属を設定
してg 種を, また1801 年のSystema Eleutherat0-
rum,  ll , では27種を含めた。
ゾウムシ上科分類の基礎をつくった ScHONHERR

(1826) はこの科を Divisio Brenthides として特
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徴づけ, 1833 と39 年には25 属152 種を記破した。
LAcoRDAIRE (1866) は2 亜科12 族60属をまとめ
この体系は SCHONFELDT (1908) の Gene「a InSe-
c torum, Brenthidae に引継がれた。 この科は多く
の人により研究が行われたが, KLEINE (1914~ '50)
は140篇にのぼる論文を発表し, 1927年にColeopt-
erorum Catalogus, Brenthidae の改訂版, 1930年
に文献日録, 1938年に Genera Insectorum, Bren-
thidaeの改訂版,  1937~39年には全種の検索表を
発表してこの科の分類の基礎をつくった。  しかし,
KLEINE の研究には特徴のとらえ方に目い点があり
族や属への検索表に例外も多く ,  また雄の形態のみ
で属を区別したものも多い。  DAMoIsEAu (1961~)
は雌雄形態の再評価や雄交尾器形態の分類体系への
導入,  ダイブ標本の再調査による属や種の再検11、」を
行っている。
この科は Brenthidae と hを入れて綴られること
が多いが, 模式属の原綴が Brentus  であることか
ら , KUNTzEN (1937),  DAMOISEAU (1962) らは
Brentidae を用いている。
日本のミッギリソ'ウムシ科はROELOFS (1879) が

HIL LER の採集品に基いて Bary rhynchus pcωer i
を記載したにはじまり, LEWIS (1884) は1880年と
81年の1;iに採集した5 新種を記載し, RoELoFsの極
を含めて6 種を図,T、した。鹿野 (1930) や三輪・ 中
条 (1939) は台湾を含む日本産の口録を発表したが
今の日本からは6 種が記録されているにすぎない。
NAKANE (l963) は 3 新種を記載し, 北隆館の原色
虫大図鑑IIに2 新記録種とァリモドキソ ウー シを
含めて12種を図説した。 OHBAYASHl & SAT0(1966)
はt!石島から美しい Baryrhynchus tokarensis を
記械し, MoRIMoTo (1976) は6 新極,  4新記録種
を含めて24 種をまとめた。
和名について 日本のミッギリゾウムシ類には三
輪・ 中条 (1939) が和名を'i-えたが, 種名や産地を
もとにした和名が多く,  また種類が增えてくると和
名からのイメージが必らずしも適切でないものがで
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- - - ヒメマルミ ツギリ ソ' ウムシ族 H010pisthini
6.   触角には球 部が認められる。 吻に歯状実起を
欠く。 赤褐色の地に黒~暗色紋のある中~小型種
- - - - - ヒメ ミツギリゾウムシ族 Trachelizini

6'.  触角には球P'部がなく , 末端節は細長く円筒状
雄の吻は両側に歯状突起か隆起条がある。 赤褐~
黒色の地にilf ~赤色紋のある大型種。
- - - -ーオオミツギリゾウムシ族 Arrhenodini

Subfami ly Cyladinae ァリモドキゾウムシ亜科
この亜科をホソクチゾウムン科へ含める人も多い
が, 下唇や転節などの形態からミツギリゾウムシ科
へ含めるのが適当であると考える。
Genus Cyl as LATREILLE,  1802 ァ リモ ドキゾウ
ムシ属
アジアからアフリカにかけて22種が分布し, 下記
の種はアメリカや日本へも移入している。
1. Cytas fo:rmicar ius (FABRICIUS, l798)
アリモ ドキゾウムシ

有名なサツマイモの害虫で,  グンノ、 イヒルガオ,
アサガオ, ハマヒルガオなども食害する。 日本の図
説類などはいずれも正しく同定されており, 近似種
もないので同定は容易である。

部下面に長毛を欠く
- - ッッ ;-;1、ソ ミ ッギリ ゾウムシ属 Cal i iPareius

Genus C:yphagogus PARRY,  1849 ホソ ミ ッ

ギリゾウムシ属
この属は KLEINE ( l921) のモノグラフと D AM 0-

lsEAu (1964) の部分的な再検. ｢が る 。束南ア
アからオーストラリアにかけて49種が記録されてい
る。 日本に2 種分布し, つぎの点で区別できる。
1.   前胸背側圧部の間の部分は狭くて隆起し, 中央
に港がある。前胸に点刻を組布する。黑色で, 首
の部分, 吻, 触角は赤褐色。 前胸基部と上 基部
もときに赤掲色。a支は赤掲色で, 腿節肥大部は暗
褐色。 体長4 ~ 6 .5mm - - - - signipes LEWIS

l '・  前胸背側圧部の間の部分は広く , 中央に i 魔ｪな
い。前胸の点刻は徴細で粗布。赤褐色で,頭部(首
部を除く ), 吻, 前胸背 (前・ 後緑を除く ) 及び後
胸は黒~黒褐色。 上翅は基部と中央及び翅端に暗
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色の帯がある。 体長 5.1mm

Cypha重0gus signipes  LEWIS, 1884 ホソ
ミ ッギリ ゾウムシ
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てきた。 中根 ( l963) はこれらの一部を改名し,  3
種に新和名を与えたが, 記録種が当時の倍以上にな
ってくると同属の近似種などを適切に区別できる和
名が必要になってきた, このような現状から,  この
概説で族や属に基名を与える方法で和名の整理を行
った。
分類体系 KLEINE ( l938) はァ リモ ドキソ'ウム
シを除くいわゆるミッキ' リゾウムシを族に大別し,
DAMolSEAu (1962,63,67) は4 亜科に大別して KL-
EINE の族の再編成を行っているがまだ完成してい
ない。 ここでは便宜的に下記の大別をしておく ,

亜科と族への検索表
1 .   前般基節は接する. 爪は基部で融合する一 - -

- - - - - - アリモドキソ' ウムシ亜科Cyladinae
1' .  前肢基節は離れる。 爪は離れる一 - - - - - -

- - - - - - ミッギリゾウムシ亜科 Brentinae 2
2.   前胸側緑は腿節のあたる付近で強く圧せられる
吻は雌雄同形

ホソミ ツギリ ソ' ウムシ族 Calodromi ni
2' .  前胸側緑は圧せられない一ーーーーーーー一 3
3.   第3 附節は横から多少圧せられ, 末端は浅く切

第46 号 (1979年6 月 )

上翅は緑青色, 前胸は赤褐色, 頭部は黑色, 岐は
赤色で腿節の一部が暗色を帯びる。 雄は触角末端節
が著しく長い。体長 (吻を含む ) 6 ~ 7 mm。

turciPennisBoHEMANは異名で, アメリカのもの
は上翅が青色をしていることで別亜種 subsp.  ele-
gantutus SUMMERSとして区別されているが再検討
する必要がある。
分布 : 南北アメリカの熱帶~亜熱帶, 西インド‘話
島, アフリカ (ウカ'ンダ, コ'ールドコースト) ,  マ
ダガスカル, オース トラ リア , アジア (インドから
ニ ュ ーギニアまで), ハワイ,  グアム,  台湾,  小笠
原, 琉球, 美大島,  トカラ列島。種子島の西表市
泊と馬毛島及び開間町でも発見されて強力な撲減
作業が展開され, それ以後発生は認められていない
佐多llltli でも採集された記録がある。

Subfamily Brentidae ミッギリソ'ウムシ亜科
Tr ibe Calodromi ni ホソミッギリゾウムシ族

属への検索表
1.   後腿節は上超端をはるかにこえる。 頭部と吻は
比較的細長く , 上 の全間室は完全一 - - - - ・ ・

- - - - ー ホ ソ ミツキ' リソ' ウムシ属 Cyphagog g
れ込むか又は丸し

3' .  第3 出節は平たく,  2 葉状一 - - - - -
4. 吻は雌雄同形で, 横に張りだす突出はなし

l' .  後腿節は上翅端をこえなし

- - - - エノキミ ツキ' リゾウムシ属 Eterozemus
2'.  体は細長い円筒状で, 吻は幅より長い。頭部の
限と後頭くびれの距離は眼の長径より長い。触角
は吻の側背面につき, 触角溝の前背面に隆起条を
欠く。 前胸は前緑にそって滿があるのみ。 体や頭

4' .  吻は雌雄で非常に異なり, 横への突出がある。
中~大型種。
-ーオニミッキ' リゾウムシ族 Amorphocephalini

5.   前脛節には内側に大きなかぎ状の突起があり,
突起と脛節端の間に毛列がある。 小型で願平な種
- - - ヒラタミツギリゾウムシ族 Stereoderm in i

2.  頭部と吻は短く , 後頭のくびれと限の距離は限
の長径と等長, 頭部と吻下面は圧せられ長毛があ
る, 触角は吻の上背側~側方につき, 触角溝の前
背面は隆起条で境される。 前胸は幅よりやや長く
背面前緑中央に隆起条に囲まれた横長矩形の窪み
がある, 体に長毛がある

5' .  前 .節内側に突起を欠く

lωatensis MoRIMoTo
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第1 図

A
B C、t)hagogus _ ate,;sis MoRt .、loT0 ; 第2 図

C、tlhagoPus s''gmPes LE、ls (after
MORIMITo. 1976).

本種は LEWIS (1884), 三輪・ 中条 (1939) の日
本産 翅日分類口録, 三難1象虫科の口絵, 中根(1950,
63) による日本 虫大図鑑と原色民:.虫大図鑑llに図
示 されている。
分布: 本州, 九州, 対馬, 美大島, 台湾。

3・ Cyphagogus iu,atensis M0ltI~toTo, 1976
チャノ、ネホソ ミ ッキ'リ ソ'ウムシ
虫44(3 ) : 268, 1976 に記載したもので, 岩手

県の新里村二又沢と'n、 無 山で佐藤及び小宮氏の採集
した各1 頭のみが知られている ,

'0. 46 (June, 1979)
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Eterozemus celtis LEWIS (after DA、l(1
1SEAt', 1965).

Genus Etero n mus SENNA, l902 ェノキミッ
ギリソ'ウムシ属
この属と近似属を KLEINEは雄の吻などによって
多くの属に分けたが, DAMolsEAu (1993) は Dict-
.yotopterus KLEINE, Orthot)areia KLEINE 及び
SParganoPhasma KLEINE を本属に含めた。
4.   Etero n mus celtis (LEWIS,  l884)

エノ キミ ッギリ ゾウムシ

LEWIS (1884),  中根 (1963),  DAM0lsEALf(1965)
によって図示されている_

第3 図 A : Cy 11agOgMs sigmPes LE、、'1 ', Type, Nagasaki ; B : CaMpareii‘s formosanMs
KLEINt l; C:Jonthocerus ntgr1'pes LEwl・, Type, Ichjuchj.

-  3  -
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第4 図 A : CaMParelus sp. (Miyake-Jima) ; B : Caltipareius jaj)onic:‘s NAKANE

赤褐色で上翅中央両側に暗色の斑紋があり, 体に
は淡黄色の長毛がある。体長 6~6.5mm。
分布 : 九州 (人吉, 肥後, 佐多)。
Genus Cauiparleius SENNA, l892 ッッホソ
ミッキ' リゾウムシ属
DAMolSEAU (1965) は Diast roPhus PERRoUD,

Asaj)hepterum KLEINE, C00manta KLEINE, Pse-
udosebasius KLEINE, Metacidotes ScHEDLを本属
に含め, Ca11ipareius と Coomama 2亜属を認め
た。アフリカからアジアにかけて12種が分布し,  日
本には1 未記載種を含めて3 種いる。

日本産3 種への検索表
1・   上翅の第4 , 6 , 8 間室は基部のやや後方で消失

し, 梯子状の点刻列になる。 光沢あるi要、色で, 前
胸はときに赤褐色 - - - - formosanus KLEINE

1'・  上翅の各間室は完全
-

-

A

l
C

A B

第5図 A - B : Cere ates ( Jonthocerus) m'g rtj )os LEWIS
(A : male, B: female) ; C : Cero11ates (Jon-

thoceras) laticostatis KLEINE, male

' /
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B

2.   触角第9 ,  10節は長さと幅がほぽ等しい。  吻
は短くて厚い。前胸は赤褐色, 上翅も赤褐色で,
会合部と側緑は暗色一 - - - jape,ucus NAKANE

2'.  触角第9 , 10節は横長, 吻は長くて扁平。前胸

の側面と下面は黒く, 背面中央は 広く赤褐色。
上翅は黒く , 第3 , 5 , 9 間室と先端部は黄褐~赤
褐色 未記載種

5. Cau ipareius (Cau ipareius) formosan-
us ( KIEINE. l916) ツツホソミツギリゾウムシ

B

第6 図 A : Ceno iates (Ce - ates) Plamcol iis
MoRIMoTo ;  B : Cerobates (lCeroba-
teS) fo「mOSanuS SCHOENFELDT ; C :
Cere!)ates (Cere;fates) canali cutatus
MOTScHULSKY(after MORIMOT0,1976).
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KLEINE (1916) は本種の上超第4 , 6 , 8 間室が
Jｫ  部の後方から消失して梯子状の点刻列になること
でAsaphepterum属を設定したが,  これはDAMo-
IsEAuのいう Ca11ipareius属の中でも他に見られ
ない特徴である-
光沢ある'n色で, 前胸の色は個体変異が多く, '1'
色のもの, 赤 色のもの, 中央より後半が赤 ｫ1色の
もの, 前縁と後緑を除いて赤 色のものなどがある
体長 4.1~11.3mm。
分布: トカラ中之島, 台湾,  フィリヒン, ポルネ
オ_
6. Cal ljparejus (Cal lipareius) japOniCuS

(NAKANE, 1963) アカツツホソミッギリソウム
ン (ホソスジヒメミッギリソウムシ)
赤 色円簡形で, 上超会合部と
側結は暗色をおびる。 体長 6~7・
5mm 。
分布 : 本州(三重県平倉), 九州
( 福岡県

'

,杉山) , 徳,乙島。
7. Cau i par,ems (Caa i par-

e ius) sp. キスジッツホソ ミ ツ

キ' リ ソ'ウムシ
体は.'.n色で, 吻, 頭部背面, 前

11fil板中央部, 触角基部4 節と末端
節, 腿節肥大部を除く肢は赤 色。
上 の3 , 5 , 9 間室と先端部は1黄

~赤 樺 nで,  第3  間室の基部か
らやや後方にll高色部がある, 体長
4.8~7.9mm。
三宅島産の標本を宮川i登昭氏の
御好意で調べることができた, 1
平な吻や上翅の斑紋などからビル
マの 1ineatosignatus KLEINEに
近似するが, 体色が異なる, 新種
として投稿中である ,
T r ibe Ster eoder min i ヒ ラ タ ミ

ツギリゾウムン族
赤 ~黒掲色で中~小型, 平
な種を含む族で,  7 属90種が知ら
れている .  日本には l 属が分布す
る。
Genus Ce r obates SCHOENH-
ERR, 1840ヒ ラ タ ミ ツギリ ゾウム
シ属

がある 吻は先端で丸く拡がる ( Jonthocerus i[E
属)

1'.  雌雄で頭部と触角は同形. t:Siの触角に長毛がな
く , 各節も円簡形を しない, 前頭は限の間で吻
基部とほぼ同幅。 吻と頭部の中央溝は, 頭部で全
部か一部が消失する (Cerobates 亜 ) - - - - 3

2. 赤 色で, 肢はlf!い。 前胸中央部は画側平行で,
先 '3から前方で狭まる 一ーーー一nigriPes Lwls

2'・  赤 色で, H支も同色, 前的側緑は一様に丸味を
おびて1前方へ まる一 - - - laticostatis KLEINE

3- 前胸板に中央満を欠く , _ ｴ第3  点刻列は先端
近くまでfl ~状,  吻基部はくさび形,  頭部は限の後
方で三角状を し, 後緑背面両側も三角状に突出
する

「)AMo IsEAu ( l967) は Jonth 第7 図 Higont ‘s ol io LEw ・ 分布 : 神繩 (新記録),  台湾,
ocerus LACORDAIRE (1866) を (after Mt、AT.、KE, lg56) フィ リピン, スマトラ, ポルネォ,
この属の亜属としているが, 下記の検索表に示す特 日本新記録で, 、tdl'繩本島奥で極原 氏が17・ 、'- 1978
徴で明確に区別できるので独立属としてもょぃかも 採集の l 離を検している。
しれない, Jonthocerus jIli属はこの他に KLEINE (1938) に

亜属と種への検索表 よっ て angulaticeps SENNA と oPhthalm icus
1.   雌雄で頭部と触角が異なる。 雄では触角が細長 PAscoEの分布に Japanがあげられている。 これは
く ,  3 節以下の各節は円状で長毛がある。雄の眼 台湾のことである可能性が強い。この両種とも上翅
は大きく , その間の前頭部は吻基部の%以下。雌 第2 間室が途中で途切れることで上記2 種と区別で
雄とも頭部は吻中央部から後頭くびれまで中央 きる。 atzgulaticePs の頭部は限の後方で角張り,
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Piamcoa is M oRt MoTo
3'.  前的板に中央f降がある。上Ila
第3 点刻列は中央後方で消失す
る。 頭部は限の後方で角張らな

4.   上翅の側縁 2 点刻列は深い iflf
状。 前胸板は全長にわたる中央
満がある。 後頭部は短い一 - -

canal icu latus MoTscHULsK、'
4' .  上翅の側緑に1能状の点刻列を
欠く。 前胸板の中央滿-は浅く ,
前半が消失することがある . 後
頭部は丸い一・ 一 ー ー ー ー ー 一 ・ ・

- - f0lmo anus SCHONFELDT
8.  Cerobates (Jon動ocerus)

nigr ipes LEWIS, 1884 ク

ロアシヒケ'ナガヒラタ ミ ツキ
リゾウムシ (クロア ンホソ ミ
ツギリソ°ウムシ)
赤掲色で光沢は弱く, l度は.'l、

~ m色。体長6 ~ 8 mm。
分布 : 本州, 九州, 台湾。

g.  Ce roba tes (Jon thocerus)
l at icostatis KLEINE, 1919
アカ ヒケ'ナガヒラタ ミ ツギリ
ゾ ウム シ (スジポソミツギリ
ゾウムシ )

前種に酷似するが, 肢も赤掲色
であること, 前胸は細くて側緑が
一様に丸味をおびることなどで区
別できる, 体長4.5~6.6mm。
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体は黒色で頭部, 吻, 前胸及び上翅肩部は赤褐色を
している。  ophthalmicusの後頭部は丸く , 全体赤
色である。

10. Cerobates (Cerobates)  plamcouis
MoRIMoT0,  1976 カ ドカーシラヒラタミツギリソ
ウムシ

光沢ある赤掲色で, 前胸板に中央溝がないことと
頭部の形で容場に区別できる。 体長6.3~6・9mm。
分布 : 神繩本島, 石垣島。

11. Cerobates (Cerobates) formosanus
ScHoNFELDT, 1911 ツマル ヒ ラ タ ミ ッギリ ソウ

ム シ

台湾に普通で, 頭部が限の後方で丸いことで区別
できる。 体長4. 5~5.4mm。
分布 : 石垣島, 西表島, 台湾,  フィリピン。

12. Cerobates (Cerobates) canaticulatuS
MoTscHl1LsKY, 1859 ムネミゾヒラタミッギリ
ゾウムシ

短い後頭部や中央 の発達した前胸板, 側緑に点
刻条のある上翅が特徴で, 体長5.0~6・5mm。

0 美大島1 1 月 の甲虫数種の記録
筆者は, 昨年11 月23 日から26 日にかけて 美大島
において採集をし, 数種の甲虫類を得たので, その
中の主なものを記録しておきたい。 分布上, 特に新
記録等のものはないが, 11 月に同島へ訪れる人は少
なく記録もあまりないと思われる。 そこで, 遅い時
期の成虫の採集記録と して発生期等生態上の知見も
得るところがあると思われるので, あえてl記録し議
資の参考に供したい。 なお, 採集者はすべて筆者で,
採集地は特に記してあるもの以外湯湾岳山頂付近で
ある。

1. Eurytrachellelus costatus BoILEAu ス ジ

ブ ト ヒ ラ タ クワガタ

30 , 2 9 , 23. xi i 978, 1 f 24. xi i 978; 1 ◆) ,

三太郎峠, 26. xi i978; l - , 1 9 ,西仲間, 26-

xi, 1978.
本種は, 道路わきの側満及び路上より捨つたもの
で,  2 頭を除いてすべて死 であるが, ほとんど死
後間もないと思われるものであった。 :恐らくは, -
部のものは成虫越冬していると思われる。

2. Prosopocoi1lls dissi m i is dissimi i is (BoI-
LEAU) オキナワノコギリクワガタ

1 9 , 24. xi i978.
やはり死 を捨つたものであるが, 体は完全で死
後間もないものと思われる。 この他に, 大破した一
が数多く見られた。

3. Lucanus fe' riel PLANETアマミミヤマクワ
ガタ

I , 23. xi i 978, 3 9 , 24. xi i 978。
本種は, 我が国に産するクワカ'タムシ科において
最も稀な種の一つで, 今まで僅かしか得られていな
い様である。 上記4 頭とも死 であったが,  9 はほ
ぼ完全な状態で得られた。 この事は,  t、は7 ・ 8 月
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分布: トカラ中之島, 沖繩本島, 台湾,  ポルネオ,
マ ラーi・, ビルマ,  インド,  スンダ列島。

Tr ibe H0lopisthini ヒメマルミッギリソウムシ族
この族は SENNA & CALABRES! (1g18) によって
設定されたがKLEINE (1922, 38) はT「aCheliZini
に含めた。 DAMolsEAu (1963) は7 属でこの族を特
徴づけて Stereodermini の近くに置いた, 日本に
は1 属が分布する。

Genus Hi.gonius LEWIS, 1884
東南アジアに10種を産し, citeの原産地肥後にち
なんだ属名である。
に. Hieonius cite LEWIS, 1884
ヒメマル ミ ッギリ ソウムシ

本種は, LEWIS (1881), 宮武 (1956), 中根(1963)
によって図,1、 され, 宮武の解説は詳しい。
体は光沢のない赤 色で, 上翅の周緑部と 1 対の
斑紋は暗色。体長4. 0~6・0mm。
分布: 本州, 四国, 九州, 石tti島, 西表島, 台湾,
フィ リピン,  アッサム, ペン力'ル。

( 九州大学農学部)

によ く 採集されているのに対し,  A)  の出現がそれよ
りも運い事を示し,  ミー,, マクワガタ属が特に南方に
おいては, 初要から里にかけて出現するものがほと
んどである中で, 発生時期の遅い特異な種であると
いえる。

4. Copns brach:ypte'us NoMuRA マルダイコ

クコカ'ネ
1 -o , 3 , 24. x i i978.
本種は記般以来, あまり採集されていないが, 秋
から春にかけてはさほど珍しくない様である。  4 頭
とも側溝の水たまりで溺死していたものであるが,
死後間もないと思われ, その出現時期から察して,
成虫越冬している11はほぽ間違いないであろう ,

5. GeotruPes oshimanus FAIRMAIREオオシマ
センチコガネ

1 , 24. x i i 97 8_

この種も秋に出現し, 成虫越冬していると思われ
る。

6. jop加' low s c加'Mnsis irreg“far ls PRELL
アマ ミ コカ ブ トムシ

1 3 , 24. xi i 978.
7. MI'c ,ot n'ch ia aりada i NoMuRA ア マ ミ ヒ

メ クロコ ガネ

1 9 , 西仲間, 26. xi i 978.

一般には6 ~ 7 月に多く得られる種なので異例の
遅い時期に採集されたものといえる。

8. Cicindela fe' nei F LE u TI AUX ア マ ミ ハ ン

ミ ョ ウ

l , 1 , 24. xi i978.
最盛期には島内のいたる所で見られ, 極く普通な
種であるが,  この時期は非常に少なく僅か4 頭を日
し, その中の2 頭を採集したものである。

(東京農大, 境野広行)
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オオクロヒ ョウタ ンメ ダカハネカ クシ Dianous araclzntf)os PUTHz (新称) について

柴 田 利

オオクロヒョウタンメダカハネカクシは矢野rh雄
氏によって台湾中央部の嘉義県大 til l」l および新高
口で採集された2 雌を模式標.本として, 1971 年に
PuTHzにより Diarlous arachnipesと命名記載され
たメダカハネカクシ1fE科 (Sleninae) に属する種で
ある。  しかしながら, その後報告もなく, 雄は才、知
であった, 本種は極めて特徴のある種でもあり, そ
の習性にも興味深い,ll柄も観察
されるので, ここに全型図, 雄
交尾器の図と共に紹介すること
にした。 なお, 近緑の ダカハ

ネカクシ属 (Ster‘us) とは限が
大きいが側頭部があり, 腹部末
端節には1 対の長い刺毛を持つ
ことなどの点で区別ができる,

D ianous arachn ipes Pl '-
THZ

Dianous arachnipes PuTHz,
1971, Ent. Rev. Japan, 23 ;90.
体は'It 色, 頭部は弱い緑色で,
翅新iは銅状の111.射がある。 前背
板は光沢が強い。触角, 脚は暗
掲色だが, 前者末端数節と後者
Pff節末端節および爪は 色。 体
長7 ~ 9 mm。
頭部は大きく複限間は広く陥
没し, 中央部はわずかに隆起す
る。全体にこまかい点刻を密に
具える。 前背板はわずかに幅よ
り長く, 中央部が最も幅広; 輪郭
が不明瞭な四つの浅い凹みがあ
り, 前緑後方のものは横に, 中
央後方両側のものは斜めに, 後
緑前方中央のものは横に, 側方
のものは斜めに陥没する ; 表面
には極めて微細な点がまばらに
ある。 担 は多少幅より長く ,
表面は弱い凹凸がある ; 全体に
頭部よりいくらか小さい点刻を

れ込まれる. 雄交尾器はほぼ長桁円形で比較的硬化
が強い。中葉 (median lobe) の基部は丸いが先端
に向って狭まる, 先端部は腹i面側に少し曲がり最先
端は小さな球形の小実起をつくる; 側葉 (paramere)
は細く中集より少し長い, 先端と中央部内側にはオ',-
干の毛を具える。
検視標本 (筆者により採集されたものは採集者名

第1 図 オオクロヒ 」 ウタンメダカハ - 力ク

シの全型図 (台北1 .N.  来産
Fig. 1. Danous arachni◆Pes PuTHz,

Is from Wulai in Taiwan.

密に具える。 腹部は末端に向って徐々 に細ま り, 表
面には微細な点刻をやや密に具える。 脚は細長く ,
第1 節は極めて長く ,  2 - 5 節の和より長い, 第4
節は単純, 第3 節末端から円簡形の膜が第5 節に向
って伸びるので開節は一見4 節から成るように見え
る。雄は第7 および第6 随更板中央は浅いが幅広く切

を省略した)
台北県: 鳥来 (18(A  -o,  1 )

u ・17 ・ l 970 ; 1 '1) , l l ・19
・1971, 西川 勝採集 ; 166 6
8 9 , Viii・27・1971 ; 12

0 ; 99 9 , Ⅷ・17・1974 ;
3 t), 3 9 9 ,Ⅷ・17・1977 ; 7
o ・) , 39 9 ,VIII・27 ・1978,鈴
木 1,l採集), 内双 ( l ,

59 9 , Ⅷ・28 ・1977, 松木和
雄採集)。
桃国県 : 拉拉山 (3 0 (

-
) , Vll ・

24.1978)。
宣蘭県 : 池端 (2(') 619 , VI1 ・

23 ・1978)。
南投県: 関刃 ( l 9 , VII ・ 26 ・

26 ・1973), 意I ll (26 3 ,1
VIH・6 ・ l976) , 竹山 (56 6 ,
3 9 ,  II ・11 ・1977,速 日

清採集)。
花i?県 : 瑞穂 (1・, , Viii ・ l9 ・19

71)。
嘉義県 : 起湖 (1 9 , ・ 3 ・

1973 ; 8,- , 699 , Viii・6 ・
l 976 ; 1 0 , 1 9 , Ⅷ ・ 6 ・ 1977
; 4 o (-, , 19 , ViiI ・11 ・1978)。

高雄県 : 頂新発 ( 20 o , W ・ 2・
1976),  天池 (16 , 1 ,Ⅷ ・
1・1976), 藤枝(2 6 , 3 9 9 ,
Ⅷ ・ l3 ・1978)。
本種は大型で全体黒色, 翅輸
には赤色の斑紋を欠くことや触
角, 脚が細長いことなどの特徴

で台湾産メ ダカハネ力 クシ亜科の他の種とは容易に
識別が可能である。台湾からはもう l 種同属の Di-
anous tai tt,anensis PuTHz が記載されていて, 阿

里山の 流附近の石の上などから普通に採集される
が, 体長が4.5~5.0mm と小さいことや, 翅軸に
赤黄色の斑紋があることなどの点で区別は簡単であ
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を比較検討してみる必要もある。
成虫は山地、-の流れの比較的速い小さな 流のオ
バーハングしている石の下などに多く ,  日中は直
接日の当る表面にはほとんど出てくることはなく ,
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第3 図 台湾に.b'けるォォクロヒ , ウ.タン ダカ

ハネカクシの分布 ( 0印は文献1:の産地
(慎式産地), ●印は検視標本の産地)。

昆虫の器具は 「志資昆虫」 へ
日本ではじめてできた有頭 虫針! !
1 , 2, 3, 4, 5 号 (各号100本 l80円)
なお, 有頭針00,0号もできました。 その他, 採集
標本整理用各種器具も取揃えてあります。

=r 150  束京都渋谷区渋谷 1 丁目7 - 6
電 話 (03) 4()9 -ell401 (ムシは一ばん)
振 東京 21129

L二 日 l - i , 、、「, T L -1,_l-

l_ _^ _ -目・~ _

百 イ'-L_ _ ,

第46 号 (1979年6 月)
石のう ら側や陰の部分の流れの緑に静止していてあ
まり動かない, 恐らく間囲に生活している, 9文いは
上流からの小動物を捕食しているものと思われる,
又, 成虫は水に落ちると1表流附近l_生念する ダカ

ハネヵクシ属 (Stenus) と同様に肛門両側に開口し
ている1 対の細長い尾節; ﾀから特殊な化学物質を分
泌し, 水の表面張力を低下させ, 水面をかなりの速
度で滑走し, 近くの岩などにたどりつく習性をもっ
ている。 JENKINS (1957,1960) によるとこの化学物
質は尾節 の分泌細胞で作られ, そこで貯蔵され分
泌されるが, 進行方向の決定は Dianous属と Ste-
nus属では異なり, 前者は光に対しての単純な反作
用によるもので, 後者は空と岸辺の緑とが形成する
自と ffl との対照に向って方向決定が行なわれるよう
で,  この相異は生息環境の相異に関速があろうと述
べている。
日本産の画属の種でも同様の習性が観察されるが
林や畑地などに生息する Stenus属のものにはこ
の習性はみられないようである。
末筆ながら資重な標本を御恵与下された連 日清
松木和雄,  西川 勝, 鈴木 -f.tの‘話氏, ならびに全
型図を用意して下さったIll谷昭f喃 ｯに深く,'ま謝
る.
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イソ型標本箱 木製大 ￥ 5,000, 相・1合板製,
インロー型標本箱中￥1,400, 送料一箱にっき都
内及第一地帶 : 3 個以下￥1,400, 4 個以上 f 850(
(以下同様), 第2地帶￥1,400, ￥950, 第3地帶,
￥l,600, ￥1,050, jlt-他, 各種器具, 針などを製作1
販売してます。カタログを御請求下さい。 (￥140)1
タ   ツ   ミ   製作 所 1

; 〒 l l3 東京都文
替
湯島 2-21-25 1、電話 (03) 811 -4547, 振替 6- l l3479 ,
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